
１．適用工種

縁端拡幅工事

本工事は、既設、橋梁の落下防止する為に、橋台

部分にアンカーボルト（D―２２，L＝４３０）を削抗し鋼

製ブラケット（１基＝１２０kg）を制作して両端に（１３

基×２＝２６基）を設置、取り付け工事であった（写

真―１）。

２．改善提案

ブラケットを取り付ける為にはアンカー位置まで

ブラケットを持っていく必要があったが、一基１２０

kgも有り橋梁下までの高さがGLより３．４m又ブラ

ケット天端の位置が橋梁下２㎝下となっていたため、

微調整取り付けの必要があった。

３．従来工法の問題点

ブラケットを取り付ける為には、当初フォークー

リフトでアンカー位置まで上げていく予定であった

が、橋梁の高さ制限が有り、足場の高さまでしか上

がらず、あとは人力で取り付ける予定であったが、

１基＝１２０kgを持ち上げ微調整して取り付けるには

人力では困難で有り又落下して足元に落とす危険が

あった。

４． 工夫・改善点

専用治具の製作

ブラケットを取り付ける為には、取り付け専用の

治具を製作する必要があると考え、下記操作できる

治具を製作して３tユニック車の先端部分に取り付

けて施工を行なった（写真―２）。
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� 上下の微調整部

支柱と固定装着部分にタンパックを取り付け上下

操作できるようにした（写真―３）。

� 回転操作部

固定装着にはR１００の切り欠きして１８０°回転させ

微調整できるようにした（写真―４）。

５．効果

従来の方法では人力による取り付けでは４人で１

基取り付けるには２時間と考え（２h×２３＝４６h）

と計算したが、２人で１／基―１０分で取り付けが可

能となり（１０分／基×２３＝３．８h）で全数取り付け

を安全に施行完了できた。

６．適用条件

高さ制限の有る所、重機車等の搬入出来ない場所、

又人力だけでは施工困難な所では、適用出来るので

はないかと思われる。

７．採用時の留意点

今回、３tユニック車の吊り上げ機能だけの考え

方だけではなく、取り付けまで出来たことは創意工

夫で、今ある機械で、出来る事があるのではないの

かと感じた。

今後も上記に述べた考え方で品質と安全確保に、

工事を進めて行きたいと思います。

写真―３ 上下微調整部

写真―４ 回転操作部
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